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9.11前後の朝鮮半島をめぐる日米中関係―国際規範の相克
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要約

本稿では、国際規範の相克という観点から、米国の対北朝鮮政策をめぐる9.11前後の北東アジアにおける国際関係を検討する。当該地域の中心的アクターである米国、日本、中国の国際規範が各国の行動とその結果に与えた影響を分析する。第二次世界大戦後、北東アジアでの米国外交政策の原則となる国際規範は分割統治、日本の国際規範は日米同盟の維持発展、中国の国際規範は台湾情勢の安定化と経済成長という二大規範が並存し、9.11前後に前者から後者への規範の重点が移っていった。これら三国の国際規範が9.11前後の北東アジアで複雑に絡み合い、日本と中国各々に「アジア・ネクサス」が展開した。日米同盟を管理するために米国は「イラク―インド洋―北朝鮮」ネクサスを利用した。日本は乗り気ではなかったが、迅速にインド洋とイラクで米国支援を行った。その理由は、日本にとって最大の懸案である北朝鮮問題で米国の支援が不可欠だと考えていたことだ。米中関係では「中国―台湾―北朝鮮ネクサス」が展開した。9.11以降、米国はアフガニスタンとイラクに深く関与したので、北朝鮮問題では中国のリーダーシップに依存せざるを得なかった。その見返りに、米国は台湾問題で中国と協力した。アジア・ネクサスは北東アジアで影響力を飛躍的に高めた中国と米国への依存度を深化させた日本という結果を招くこととなった。

課題の設定

9.11以降の北東アジアにおける国際関係をどのように説明できるか。9.11前の情勢も念頭に置きながら、米国の対北朝鮮政策をめぐる、日米・米中関係を手がかりにして分析する。

１．従来の研究の特徴と本日の発表の視点

２．第二次世界大戦後米国の対日政策：二重の危機と米国の対処

３．日本―イラク―インド洋―北朝鮮ネクサスの形成過程とその意義


A. 9.11とインド洋への海上自衛隊派遣


B. 小泉総理の訪朝と米国の反発


C. イラク戦争と陸上自衛隊派遣


D. 日米国際規範の相克

４．中国―台湾―北朝鮮ネクサスの形成過程とその意義


A. 9.11は機会


B. 台湾問題


C. 米中国際規範の相克
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